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コ
ホ
i
コマ

玄
亭
、
別
竪
を
四
序
閣
と
い
ひ
、
詩
を
好
ん
だ
。

コ
ホ
リ
ナ
ホ
カ
タ
郡
直
方
蔚
三
兵
衛
と
稼
し
、

E
徳
四
年
二
周
七
日
役
科
百
石
を
賜
は
り
、
寺
社
奉

行
支
配
春
嶺
院
御
附
を
命
ぜ
ら
る
。
其
の
子
勝
左
衛

門
の
時
箆
賂
八
年
殴
易
せ
ら
れ
た
。

コ
ホ
リ
ノ
ブ
ヨ
日
郡
信
服
遁
稽
喜
太
郎
・
勝
左

衛
門
。
亭
保
十
六
年
焚
菊
三
兵
衛
直
方
の
建
知
二
百

五
十
石
を
襲
ぎ
、
延
亭
四
年
大
小
絡
に
列
し
た
が
、

江
戸
大
銀
奉
行
勤
務
中
不
婚
の
所
行
あ
る
そ
以
て
、

貸
腐
八
年
十
周
廿
七
日
知
行
を
召
蔵
さ
れ
た
。

コ
ホ
リ
ハ
マ
郡
演
珠
洲
郡
南
方
の
内
の
小
字
。

コ
ホ
リ
プ
ギ
ヨ
ウ
郡
奉
行

4
オ
コ
ホ
リ
プ
ギ

ヨ
ウ
御
郡
奉
行
。

ヨ
ホ
ロ
ギ
バ
シ
蟻
錦
橋
江
沼
郡
山
中
祖
泉
か

ら
南
苛
.
0
0米
で
山
中
川
が
奇
岩
怪
石
の
聞
を
遜
る

腕
に
架
る
。
卯
医
集
所
載
楚
常
の
句
に
『
山
中
か
う

ろ
ぎ
ば
し
に
て
、
秋
の
日
や
猿
一
つ
れ
の
山
の
は

し
』
と
培
え
、
江
泊
志
稿
に
、
長
さ
十
聞
幅
六
尺
五

寸
高
六
間
四
尺
。
板
橋
の
は
ね
橋
で
あ
る
。
山
中
・

下
谷
二
領
の
聞
大
内
越
の
遣
に
あ
る
と
寵
す
る
。

ゴ
ホ
ン
・
マ
ツ
豆
本
松
金
揮
卯
辰
山
陵
利
支
天

堂
前
な
る

E
大
の
老
松
で
、
主
幹
に
分
か
れ
て
鹿
た

が
、
明
治
申
山
盤
の
鼠
漣
に
よ
っ
て
倒
れ
た
。

ゴ
マ
イ
マ
チ
亙
枚
町
金
調
停
の
萄
町
名
。
元
旅

九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
五
枚
町
の
名
が
阪
に

見
え
る
。
金
・
持
事
蹟
必
録
に
は
地
子
鎮
の
額
が
五
枚

で
あ
っ
た
か
ら
の
穏
と
す
る
が
、
金
揮
古
蹟
志
は
そ

れ
を
こ
の
町
に
在
っ
た
豆
腐
座
の
運
上
だ
と
し
て
ゐ

る
。
明
治
四
年
四
周
こ
の
町
名
を
慶
し
て
、
十
一
一
一
間

町
に
合
併
し
た
。

ヨ
マ
ガ
ネ
小
間
銀

銀。
コ
マ
ガ
内

up

J
ハ
ヒ
フ
キ
ギ

y

駒
館

石
川
郡
障
川
庄
に
画
す
る
民
吹

. 
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部

務

。

を

併

せ

、

九

ぺ

て

買

高

八

千

九

百

五

十

四

歩

を

算

ヨ
マ
キ
小
牧
鹿
島
郡
熊
木
院
に
臆
す
る
部
務
。
一
し
た
。
務
宋
に
去
っ
て
巣
鴨
中
屋
敷
と
い
ふ
も
亦
こ

能
登
名
跡
志
に
、
『
家
数
百
軒
計
、
入
江
の
縁
に
あ
る
一
れ
で
、
明
治
二
年
の
厨
に
二
議
六
百
六
坪
と
あ
る
の

村
也
。
云
々
。
此
村
よ
り
中
島
へ
越
る
一
里
の
峠
也
。
一
は
、
そ
の
無
年
貢
の
地
の
み
を
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
茂
山
と
い
ひ
、
奥
深
く
笛
木
山
へ
つ
ど
け
り
。
昔
一
明
治
元
年
十
二
月
か
ら
抱
屋
敷
と
な
り
、
四
年
二
周

は
此
所
牧
野
の
駒
あ
り
て
、
小
牧
の
名
あ
り
。
』
と
記
一
十
一
日
上
地
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

す

る

。

一

コ

マ

サ

キ

ホ

駒

前

保

m
羽
咋
郡
に
在
っ
た
。
承

コ
マ
ゴ
メ
テ
イ
駒
込
邸
明
脳
内
三
年
加
賀
務
は
一
久
=
一
年
注
挫
の
能
R
R
閥

m数
回
録
に
、
『
駒
前
保
、
六

江
戸
牛
込
邸
穴
高
歩
を
幕
府
に
納
め
、
之
が
代
地
の
一
町
、
建
時
二
年
検
口
口
定
』
と
視
す
る
が
、
そ
の
位

一
部
と
し
て
駒
込
邸
四
高
歩
脅
受
け
て
中
屋
敷
と
し
一
也
は
明
ら
か
で
な
い
。

た
。
そ
の
面
積
貨
は
四
事
八
千
九
百
五
十
四
歩
で
、
一
コ
マ
シ
古
廠
志
珠
洲
郡
終
念
・
古
競
・
中

m-

内
八
千
九
百
五
十
四
歩
は
年
賀
地
で
あ
っ
た
。
後
こ
一
火
宮
・
向
・
延
武
・
附
録
・
内
山
・
大
坊
・
巾
の
十
字
部
落

の
邸
の
背
面
に
接
す
る
板
合
内
蹄
・
櫛
口
金
十
郎
及
一
の
惣
稀
で
あ
る
が
、
今
経
念
の
散
村
に
航
府
と
い
ふ

び
天
禅
寺
領
の
地
を
抱
屋
政
と
し
た
か
ら
、
初
賜
の
一
所
が
あ
る
か
ら
.
多
く
終
念
を
さ
し
て
古
蹴
志
と
い

地
を
併
せ
て
七
八
高
歩
に
及
ん
だ
。
延
費
七
年
二
周
一
号
て
阿
る
。
胡
橋
の
名
は
そ
の
部
都
の
入
口
に
懸
る

加
賀
務
は
ま
た
平
尾
邸
を
賜
は
り
、
之
が
代
前
と
し
一
小
織
か
ら
起
り
、
古
腕
志
橋
の
省
略
で
あ
ら
う
。
か

て
駒
込
邸
の
一
部
二
高
歩
青
森
府
に
納
れ
た
が
、
抑
制
一
の
十
ヶ
邸
前
売
古
腕
志
と
い
ふ
は
、
古
腕
志
比
古
前

府
は
之
を
百
姓
地
と
し
た
の
で
、
務
は
誕
め
て
百
姓
一
祉
の
琵
土
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
り
四
高
歩
を
地
子
地
と
し
て
併
入
れ
た
。
天
和
二
一
コ
マ
シ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ
古
廠
志
比
古
紳
祉
珠

年
十
二
用
廿
八
日
駒
込
邸
は
筋
誕
の
上
屋
般
・
本
郷
一
洲
榔
純
余
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
都
世
記
に
、
『
古
腐

の
下
屋
政
と
共
に
災
に
縫
っ
た
が
、
前
川
綱
紀
は
似
一
・
一
応
陥
商
紳
枇
。
式
内
一
一
座
。
若
山
郷
mm
念
村
地
内
胡

館
を
こ
L
に
笹
ま
せ
、
諸
公
女
と
共
に
住
ん
だ
。
コ
ご
腕
・
一
応
山
銀
座
。
稽
a
古
蹴
志
明
跡
コ
誠
一
冨
二
宮
気
多
明

年
春
平
尾
の
邸
地
を
増
賜
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
叉
駒
一
耐
刊
椛
念
等
十
字
村
之
総
枇
也
。
』
と
見
え
る
。
笛
駐

込
邸
の
内
一
一
品
七
千
三
百
俄
歩
脅
幕
府
に
攻
め
、
そ
一
春
秋
の
祭
穂
は
二
周
・
九
月
に
行
は
れ
て
、
そ
れ
を

の
地
柳
樽
吉
保
の
有
に
節
し
た
が
、
同
時
に
駒
込
邸
一
玉
院
と
い
号
て
阿
る
。

の
東
方
に
代
地
そ
受
け
、
無
年
賀
地
の
商
摘
凡
ぺ
て
一
コ
マ
ジ
ン
ノ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
高
麗
人
の
来
朝

二
高
百
六
十
歩
と
な
っ
た
。
こ
の
年
コ
一
周
サ
一
日
本
一
三
〉
江
沼
隠
の
台
設

l
加
賀
・
能
号
の
地
は
海
を
隔

郷
邸
を
上
屋
政
と
し
、
平
尾
邸
を
下
屋
敷
と
改
め
た
一
て
L
大
陸
に
封
す
る
が
故
に
、
外
人
の
来
航
し
た
こ

が
、
駒
込
邸
は
依
然
と
し
て
中
屋
敷
で
あ
っ
た
。
貞
一
と
少
く
な
い
が
、
そ
の
最
も
早
き
は
附
遣
時
代
に
高

享
周
年
九
月
・
十
九
日
綱
紀
本
郷
邸
に
移
旬
、
元
機
八
一
麗
人
の
越
に
漂
着
し
た
と
記
さ
れ
る
史
資
で
あ
る
。

年
四
周
サ
三
日
幕
府
は
駒
込
邸
の
地
子
地
回
高
歩
を
一
こ
の
嶋
崎
に
地
方
に
小
波
澗
を
起
し
た
ら
し
く
、
日
本

亦
卸
揮
官
口
保
に
殻
渡
せ
し
め
た
が
、
徐
は
悉
〈
縛
へ
一
書
紀
鍬
明
天
皇
一
一
一
十
一
年
四
月
に
、
『
越
入
江
沼
巨

て
明
治
に
及
ん
だ
。
そ
の
面
積
無
年
賀
地
・
地
子
地
一
緒
代
京
に
指
り
奏
し
て
臼
〈
、
高
麗
の
使
人
風
浪
に

;
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苦
辛
し
、
迷
う
て
浦
諒
を
失
ひ
、
水
に
任
せ
て
漂
流

し
、
忽
ち
箸
岸
に
到
る
。
郡
司
隠
隠
す
、
故
に
底
頴

は
し
奏
す
。
』
と
あ
る
。
こ
は
高
麗
の
使
人
が
貨
物

を
資
し
て
来
著
し
た
る
に
、
郡
司
之
を
横
奪
せ
ん
と

し
て
、
朝
廷
に
奏
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
榔
・
司
と

い
ふ
は
、
垂
仁
紀
に
船
N
m
w

一
雄
略
紀
に
ョ
前
中
山
J
P
山
あ

る
に
同
じ
く
、
村
邑
の
首
長
で
あ
る
0

.而
し
て
こ
の

郡
司
は
紀
の
後
文
に
よ
る
と
道
君
で
あ
っ
た
こ
&
が

知
ら
れ
、
告
護
者
は
江
沼
臣
信
代
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
事
件
は
賀
我
・
江
沼
二
闘
を
舞
援
と
し
て
起
っ
た

も
の
で
あ
る
。
是
に
於
い
て
天
皇
は
、
『
朕
帝
殺
や
・
承

〈
る
若
干
年
、
高
麗
路
に
迷
ひ
て
始
め
て
越
の
停
に

到
れ
り
。
漂
溺
に
苦
め
り
と
い
へ
ど
も
、
向
性
命
を

争
一
号
せ
し
は
、
白
徽
猷
の
鹿
被
し
て
至
徳
貌
h

へ
た
り
、

仁
化
傍
遁
し
て
洪
思
務
々
た
る
者
に
非
ず
や
。
有

司
宜
し
く
山
城
闘
相
築
部
に
於
い
て
館
を
起
し
て
滞

治
し
、
厚
く
相
資
益
せ
よ
』
と
の
優
詔
を
下
し
給
ひ
、

問
周
東
漢
直
糠
児
・
葛
城
直
縫
波
を
遣
は
し
て
お
邸

の
使
人
や
・
迎
へ
し
め
、
五
月
叉
勝
臣
傾
子
校
仮
し
て

之
を
饗
せ
し
め
、
勝
隠
は
そ
の
繭
を
採
り
紫
め
て
、

之
を
使
人
に
奥
へ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
議
し
遊

君
は
そ
の
先
学
元
天
皇
か
ら
出
で
、
江
沼
毘
は
建
内

宿
禰
の
子
孫
で
、
矢
強
り
問
実
皐
一
か
ら
出
た
も
の
で

あ
る
が
、
前
者
は
賀
我
闘
を
本
貫
と
し
、
後
者
は
江

沼
闘
を
本
質
と
す
る
が
放
に
、
間
接
互
に
勢
力
を
宰

う
て
こ
の
告
授
が
あ
る
に
来
っ
た
の
だ
ら
.
ぅ
。

ハ
ニ
〉
高
窟
に
関
す
る
異
説

l
欽
明
記
に
見
え
る
高
笛

は
、
験
牢
島
の
そ
れ
で
は
な
く
、
蹴
帽
酬
を
指
し
た
も

の
で
あ
る
と
す
る
前
人
の
論
が
あ
る
。
牢
島
の
高
麗

は
前
代
に
も
、
欽
明
朝
元
年
及
び
骨
三
年
に
も
底
来

伎
が
あ
る
か
ら
、
天
皇
の
詔
に
高
麗
始
め
て
到
る
と

宣
ふ
道
理
が
な
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
詳
か

に
文
意
を
按
ず
る
に
、
こ
の
始
の
芋
は
越
の
岸
に
到


